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要　旨

列車統合管理装置（Train Integrated Management Sys-

tem：TIMS）は，列車全体の機器を監視・制御するシステ

ムであり，ソフトウェアが重要な役割を担っている。

TIMSは，高い信頼性とハードリアルタイム性が要求され

る分散システムである。そのソフトウェアは機種ごとの差

異が大きく，従来は機種個別の開発が必要となっていた。

TIMSのソフトウェア開発にソフトウェアプロダクトラ

イン（SPL）という考え方を取り入れ，複数の製品を効率的

に製作するため，ソフトウェアの開発方法を含め再構築し

た。まず，SPLの考え方に基づき詳細なドメイン分析を行

い，TIMSの基本的な考え方を整理し，共通する部分と機

種により変化する部分を切り分けた。その分析に基づき，

共通部と機種依存部を分離可能なソフトウェアアーキテク

チャの設計及びそれを実現する共通部ソフトウェア，設

計・製作の一部を自動化するコード生成ツールの構築を行

い，個々の機種の設計・開発で必要になる工程を効率化し

た。さらに，顧客ごとの要求分析を円滑に行えるよう標準

機能仕様書を作成した。この仕様書は，機能ごとに分類さ

れており，標準機能としての考え方と特定の機種に適用す

るに当たって変更できる項目が記述されている。

また，従来の実機ハードウェア上での開発は，大きな設

置スペースを必要とし，個々のソフトウェア開発者が日常

の開発で扱うには問題があった。そこで，開発工程で実機

とその設置スペースの確保の問題を軽減し，開発者により

よい環境を提供し，効率的な試験ができるよう，パソコン

上で動作するTIMSシミュレータを開発した。

SPLを基本にしたこれらの総合的な取り組みにより，開

発効率の大きな向上と信頼性の確保が達成できると考える。
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SPLでは，共通のコア資産から複数の機種の製品が製作される。コア資産は，初めから再利用することを念頭に開発される。製品開発で共通
性の高い機能が実現されれば，コア資産に取り込む（上図）。再利用性を高めるため，共通部と機種依存部を切り分けたソフトウェアアーキテク
チャ（右下図）と機種依存部における作業を一部自動化するワークフロー（左下図）を構築した。自動化により人為的なミスの可能性を抑えること
ができ，また，実績のあるソフトウェアモジュールを再利用することができ，信頼性向上に寄与する。
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